
話

頭

の

ー
i

胡

子

考

察

無

髪

i

日

・
種

譲

山

一

胡

子
無
髪

の
則

は
、
無
門
蘭

第
四
則

に
記
載
す

る
所

で
あ

つ
て
、
無
門
關

に
は
他

の
則
と
同
様

に
評
唱
と
頚
と
が

附

し
て
あ

る
が
、
或
庵
と
は
如

何
な

る
人
で
あ

る
か
は
明
瞭

で
な

い
。
績
傳

燈
録

三
十

一
、

五
燈
會
元

二
十
に
編

入

し

て
は
あ

る
が
、
何
れ
も
上
堂
等
の
法
語

の
み
で
あ

つ
て
、
更
實

と
見
る

べ
き
も

の
は
何
等
記
録
し

て
ゐ
な

い
。
.想

ふ
に
傳
燈
録

は
其

の
書
名

の
自
詮
す
る
や
う

に
、
傳
燈

を
明
示
す

る
を
目
的
と
し
て
輯
録
し

た
る
爲
め

他
は

一
切
省

略
し
た

る
も

の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
或
庵

に
止
ま
ら
す
、
他

も
同
様

に
省
略
し

て
、
何
等
記
載
し

て
ゐ
な

い
。
そ
れ

故

に
績

傳
燈
録
は
僧
傳
と
見

る
べ
き

も
の
で
な

く
、

一
の
簡
軍
な

る
法
語
集
と
見

る

べ
き
も

の

、
や
う

で
あ
る
。
或

庵
編

に
は
、
其

の
法
語

の
始
終

に

「
鎭

江
府
焦

山
或
庵
師
膿
暉
師
、
台
州
羅
氏
子
…
…
…
淳
熈

己
亥

八
月
朔
微
疾

、

染
レ筆
別

廊

守
曾

公
一、
逮
噌夜

牛
噛書
レ偶
僻
レ衆

日
.
鐡
樹
開
レ華

、
雄

鶏
生
レ卵
、

七
十

二
年
、
揺
藍
縄
断

、
梛
レ筆

示
寂
」

と
あ

つ
て
、
師

名
及
び
嗣

法
の
事

は
記

し
て
ゐ
な

い
。
が
、
或
庵

の
法
語
は
、
護
國

元
灘
師
法
嗣

の
名

の
下

に
編
載

話
頭

り
考

察

(
鱒
)

董



話

頭

の
考

察

(二
)

し
あ
れ
ば
、
護
國
景
元
の
法
嗣

た
る
こ
と
は
明
か

で
あ
る
。
而
し

て
彼
の
示
寂

の
淳
熈

己
亥
は
南

宋
孝
宗

の
淳
熈

六

年
(
西
暦

一
一
七
九
)
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
逆
算

す
る
と
、
彼

は
徽
宗
大
観

二
年
(
西
暦

一

一
〇
八
)
に
出
生

し
た

る
も
の
で
あ

る
。

無
門
慧
開
が
無
門
關
を
編

蓮
し
た
の
は
、
南
宋
躍
宗

の
紹
定

元
年
(
西
暦

一
二

二
八
)
で
あ

つ
τ
、

或
庵
の
示
寂
後

四
十
九
年

に
相
當
す

る
。

こ

、
を
以

て
、
或
庵

の
此

の
示
衆
は
、
無
門
慧
開
が
無

門
關
編

述
の
時
代

に
は
、
有
名
な

る
公
案

の

一
と
し

て
世

に
喧
傳

し
、
學
徒
問

の
問
題
と
し

て
研
屡

せ
ら
れ
た
る
を

以

て
、
之
を
編
入

し
て
評
唱
と
頗

と
を
加

へ
た
る
も

の
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ど
其

の
評

唱
は
、
無
門
關
第

一
則

の
無
字

の
公
案

の
評

唱
と

詳
略

の
差
は
あ
る
が
、
同
二

の
意
味

の
も

の
で
あ

つ
て
他

に
異
な

つ
た
所
を
見
な

い
の
で
あ
る
。

之

に
よ

つ
て
無
門

慧
開
が
無
字

の
公
案

と
同
檬
な
興
昧
を
以

て
此

の
公
案
を
編

入
し
た

る
こ
と
が
知
り
得
ら
る

、
。

且

つ
或
庵
の
師

た

る
護
國
元
は
、
大

慧
宗
呆
(
隆
興
元
年
寂

、
西
暦

一
一
六

三
)
と
同
じ
く
圏
悟
克
勤
(
紹
興
五
年
寂
、

西
暦

一
一
三
五
)

の
法
嗣

で
あ
る
。
而

し
て
或
庵
は
圏

悟

の
示
寂

を
去

る
こ
と
四
十
年
で
あ

つ
て
、
大
慧

が
碧
巖
集

を
焼

却

せ
し
は
南

宋
紹
興
十

一
年
(
西
暦

一
一
四

一
)
で
、
彼
が
五
十

三
歳

の
時

で
あ
り
、
或
庵
が
三
十
四
歳

の
時

で
あ

つ
た
、
此
等

の

關

係
よ
り
推
考
す

る
と
き
は
、
或
庵

は
當

代
に
於

け
る
高
俗

の

一
入
と
し

て
重

視
さ
れ
、
從

つ
て
彼
が
提
唱

せ
る
法

語
が

一
の
公
案
と
な
り

て
學

徒
問

の
問
題
と
な
り
、
そ
れ
が
研

参

せ
ら
れ
て
ゐ
た
る
爲

め
、
慧
開

が
評
唱
と
頚
と

を

加

へ
て
無
門
關

に
編
入
し
た
る
も

の
と
思

は
る

～
の
で
あ

る
。

二

2



或
庵
日
、
西
天
胡
子
、

因
レ甚

無
髪
　

こ
れ
無
門
關

に
記
さ
れ
た
る
公
案

の
全
文
で
あ

る
。
西
天
と
は

「
西
天
束

士
」

と
熟

語
し
、
灘
門

の
常
套
語

で
あ

つ
て
、
印
度
を
指

す
こ
と
は

云
ふ
ま

で
も
な

い
。
胡
子
と
は

「
碧
眼
趨
僧
」

叉
は
老
胡
な
ど

～
云

つ
て
、
.達
磨
を
指

す

こ
と

は
勿
論

で
あ

る
。
何
故

に
印
度

到
來
の
鯉

の
多
撒

の
中
、
猫
り
達
磨

の
み

「
胡
」

と
稽

せ
し
で
あ
ら

う
か
、

羅

什
、
佛
陀

蹟
多
羅
等
何
れ
も
皆
實
名

を
以
て
穣

し
、
然

る
に
達
磨

の
み

「
胡
」

の
字
を
用
ひ
、
し
か

も
そ
れ
を
使

用

せ
し
も
の
は
其

の
法
孫
の
善
知
識

で
あ

る
。
若
し
之
を
儀
禮

王
よ
b
見

る
と
き
は
不
遜

の
甚

し
き
も

の

℃
あ

つ
て
、

法

孫
た
る
も

の

～
使
用
す

べ
き
も

の
で
は
な

い
。
し
か
も
そ
れ
を
臆
面
も
な
く
使

用
し
て
何
等

不
思
議

と
し
な

い
の

は

何

に
依
れ
る

の
で
あ

ら
う
か
。
碧
巖
集
第

一
則

の
公
案

に
、
達
磨

の

「
廓
然
無
聖
」

の
語

に
圓
悟
は

「
將
謂
多
少

奇

特
」

と
、
「
不
識
」

の
語

に

「
咄

再
來
不
レ直
出牛
文
銭
し

と
、

「
達
磨
渡
江
」

の
語

に

「
這
野
狐
精
、

一
場
憧
羅

、

從
γ西
過
東
、
從
レ束

魍
レ西
」

と
、
雪
餐
は
頚

に
、

「
這
裡
選
有
昌租
師

・、
喚

來
爲
二老
僑
一洗
脚
」

と

云

つ
て
ゐ
る
。
此

の
如
き

の
稻

呼
は
唐
代

の
雲
門
を
始
め
と

し
、
黄
漿
臨
濟
洞
山
等
何
れ
も

之
を
使
用
し
、
宋
代

に
至
り

て
は
盆
甚
し

く

、
寧
ろ
極
端

に
過
ぎ

る
位

に
な

つ
て
ゐ
る
。
が
、
そ
れ
は
文
字
通

り
に
は
解

せ
ら
れ
な

い
場
合

が
多

い

の
で
あ

る
。

「
胡
子
」
も
亦
其

の

一
例
で
あ

つ
て
、
不
遜

の
意
味

に
使
用
し
た

の
で
は
な

い
。
時

に
は
稻
讃

の
極
意
を

表
す

る
爲

に

反

語
を
使
用
し
た
る
場
合
が
多

々
存

す
る
の
で
あ

る
。
抑
下

の
卓
上
と
は
此
の
意
味

で
あ

る
が
、
時
と

し
て
は
反
謁

に

卓
上
の
抑
下
、
帥

ち
稻
讃

の
語

を
以
て
罵
倒
既
却

の
意
を
表
す
る
こ
と
も
亦
勘

く
な

い
の
で
あ

る
。

何
故

に
此
の

話

頭

の
考
察

(
三
)

3



話

頭

の
考

察

(四
)

如
き
表
現
法
を
使
用

せ
し
か
な
れ
ば
、
麗

は
眞

理
の
具
現
で
あ
り
、
生
活

で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
眞

理
を
概
念
的

に

思
惟

す
る
の
で
は
な
く
し

て
、
そ
れ
を
實
践
し

、
膿

現
す

る
の
で
あ

る
か
ら
、
文
語

的
な
雅
言
を
避

け

て
.即
事
的
な

俗
語
を
使
用
し
、
生
活
其

の
儘
を

法
と
な

し
、
縄
と
な
す

の
で
あ

る
か
ら
、
日
常
底

の
語
其

の
儘
を

使
用
し
、
以
て

組
意

を
表
現
し

た
の
で
あ

る
。

支
那
佛
教
は
大
膿

と
し
て
は
教
義
中

心
の
佛
敢

で
あ

つ
て
、
印
度
佛
激
の
創
造
的
な

る
に
反
し
、

整
理
的
な
る
所

に
其

の
特
徴
が
存
す

る
の
で
あ
る
。
然

る
に
中
唐
以
後
灘
宗

の
興
隆
す
る
に
從

つ
て
、
観
念

の
佛

教

は
實
践

の
佛

敏

と
な

り
、
教
義
中
心

の
佛
教
は
生
活
中
心
の
佛
敢
と
な

つ
た

の
で
あ
る
。

故
に
灘
宗

の
生
命

は
教

理

の
實
践

に
存
ー
、

教

理
の
實
践
は
そ

の
生
活
化

に
存

す
る
。

か
く
敏
理

の
生
活
化
は
概

念
的
言
語

に
よ
り
て
は
生
活
を

離

る

～
こ
と
遠

く
、
實
際
生
活
と
相

一
致

せ
ざ
れ
ば
、
塗

に
實
際
生
活
其

の
儘

の
言
語

を
使
用

し
て
、
生
活
即
暉

た
ら
し
め
た

の
で

あ

る
。
例
せ
ば

「
翠
巖
夏
末
示
レ衆
云
、

一
夏
以

來
、
爲
毘兄
弟

一読
話
,
看

翠
巖
眉

毛
在
褒
。
保
幅
云
作
レ賊
人
心
虚

。
長
慶

云
生
也
。

門
云
關
。」

「
睦
州
問
レ信

、
近
離
甚
露
。
僧
便
喝
。
州
云
、
老
信

被
昌汝

一
喝

一。
僧

又
喝
。
州

云
、

三
喝
四
喝
後

作
褒

生
。
偲
無

語
。
州
便
打

云
、
這
掠
虚

頭
漢
。」

「
信
問
昌洞
山
一、
如
何
是
佛
。
山
云
麻

三
斤
。
」

4



と
、
以
上
の
公
案
は
説
明
す
る
ま

で
も
な

く
、
灘
門
通
途

の
公
案

で
あ

つ
て
、
灘
門
を
叩
き
し
も

の
は
何
人
も
熟

知

す

る
と

こ
ろ

で
、
蛇

足
を

添

る
必
用
は
な

い
が
、
何
れ
も

日
常
底

の
言
語
を
以

て
問
答
が
記
さ
れ

て
あ
る
。
か

う
し

た
黙

が
帥

ち
能
く
灘

の
生
活
化
を
現

は
し

て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
さ
れ
ど
此
等

の
公
案

中
何
れ

の
黙

に
佛
敏
が
存
在
す

る
か
、
殆
ん
ど
模
索

し
難

い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
恰
も
漢
交
を
修
習
せ
し
も

の
が
時

文
を
完

全
に
讃

み
得
な
い
と
同

様

で
あ

つ
て
、
唐

宋
時
代

の
俗
語
及
び
其

の
使
用
法
を
識
知
し
な

い
者
が
、
完

全

に
公
案
を
理
解
し

得

る
筈

は
な

い

の
で
あ

る
。
今

日
の
職
僧

の
公
案

の
解

説
は
唯
古
來

の
慣

例
に
随

つ
て
之
を
解

設
し

つ
、
あ
る
の
で
あ

つ
て
、
誤
解

が
な

い
と
は
云
ひ
得
な

い
の

で
あ

る
。

そ
れ
は
俗
語
の
習
得
を
な
さ
す
し

て
俗
語
を
慣
例

に
よ

つ
て
解
説
し

て
ゐ
る

か
ら

で
あ
る
。
さ
れ
ど
灘

は
之
に
よ

つ
て
始

め
て
観

念
の
域
を
脱

し
て
生
活
化
し
た
の
で
あ

る
。
是

に
於

て
、
繹
愈

中

心
の
佛
敏
ぱ
轄

じ
て
組
師

中
心
の
佛
教
と
な

り
、
佛
敏

の
重
鮎
が
租
師

に
置
か

る

、
や
う

に
な

つ
た
の
で
あ

る
。

敏

理
を
中
心
と
す
る
限

り
は
,
飽

ま
で
繹
尊
を
以

て
中
心
と
す
べ
き

で
あ

る
が
、
生
活
を
中
心
と
す

る
場
合
は
生
活

化
し
た
粗
師
を
以

て
中
心
と
す
る

の
は
、
自
然

の
推
移

で
も
あ

る
が
、
か
く
て
こ
そ
生
活
佛
教

の
本
櫨

が
確

立
す

る

の

で
あ
る
。
故

に
職
宗
は
繹
愈

中
心
の
佛
敏

で
は
な

く
し

て
即
ち
祓
師
中

心
の
佛
敏

で
あ

る
。
是
れ
佛

教
研
究

の
重

鮎

が
、
羅
奪
所
読

の
輕
典
を
遠
離
し

て
、
組
師
提
示

の
公
案
と
な
り
、

「
如
何
是
祀
師
西

來
意
」

と
藪

百
回

に
亘
り

て
繰
返
さ
れ
た
所
以

で
あ
る
。
然
る

に
其

の
答
は
何
れ
も
論
理
的

で
も
設
明
的

で
も
な
く
、
俗
語
を

以

て
直
接

に
端

的

に
電
光
石
火
の
や

う
に
間
髪
を
容
れ
す
答

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此

の
如
く
端
的

に
之
を
答

へ
得

る
の

は
全
く
俗
語

の

話

頭

の
考

察

(五
}

5



話

頭

の

考

察

(しハ
)

特
徴

で
あ

つ
て
、
、他

の
文
語

の
及
び
得
ざ
る
所

で
あ

る
。
同

時
に
日
常

の
俗
語

ほ
ど
生
活

に
即

し
、
生
活
其

の
儘

の

語
は
な
き
故
、
藤

の
如

き
宗
敏

は
俗
語

に
よ

つ
て
端
的

に
表
現

せ
ざ
れ
ば

之
を
表

現
し
得
ざ
る
故

「
胡
子
」

と
云

ふ

如

く
俗
語
を
使
用
し
た
る
も
の
で
あ

る
。

所
が
其

の
俗
語

の
表
現
が
何

時
と
は
な
し

に
特
殊
づ
け
ら
れ
て
、
塗

に
は
之
を
以

て
縄
語
と
稗

す

る
に
至

つ
た
の

で
あ

る
。
さ
れ
ど
此
の
如
き
表
現
は
、
之
を
論

理
的

に
云

へ
ば
則
ち
最
後

の

一
語

で
あ
b
、
総

て
の
意
味
内

容
が
此

の
語
中

に
含
蓄
し

て
ゐ
る
を
以

て
、
容
易

に
理
解
し
得
す
、
其

の
模
索

に
苦
し
む

の
で
あ
る
。
即

ち

「
胡

子
無
髪
」

に
於
て
も
同
様

で
あ

つ
て
、
そ

こ
に
は
無
限

の
眞
理

が
秘
め
ら
れ

て
、
眞

理
表

現
の
最
後

の

一
語

に
外
な
ら

ぬ
の
で

あ

る
。
同
時

に
此
の
表
現
が
灘
の
死
活
の
分

る

、
と

こ
ろ

で
あ

つ
て
、
最
も
重
要
性
を
有

す
る

の
で
あ

る
。

「
胡
子

無
髪
」
も
亦
同
様

で
あ

つ
て
、
軍
な
る
形
相
的
な

「
無
髪
〔

の
意

味

で
は
な

い
、
恰
も
宗
敏
最

極

の
眞

理
は

「
無
」

を

以
て
表
現

せ
ら
る

～
や
う

に
、
達
磨
輝

の
眞
理
を

「
無
髪
」

を
以
て
表

現
し
た
の
で
あ

る
。

そ
れ
で
縄
は
「
無
髪
」

に
生
き
、
無
髪

で
生
活

す
る
の
で
な

く
て
は
な
ら

ぬ
。
然
し

「
無
髪
」

の
眞
境

は

「
老
胡
許
レ知

、
不
レ容
昌老
胡
會

し

で
あ

つ
て
、
達
磨
と
錐
も
相
封
的
知
を
以

て
し

て
は
會
得
し
得
な
い
絶
鍬
的
眞
境

で
あ

る
。
或

庵
は
上
堂

に

墨
臨
濟
示
冨衆

四
喝

公
案
一、

乃
召
レ衆
日
、
這
箇

公
案

天
下
老
宿
拮
掻
甚
多
、

第
恐
皆

不
〆盤

。

焦
山
不
レ免

四̀
稜
薯

地
一、
與
呪諸
人
騨分
明
注
解

一
編

。
如

何
是
躍

地
師
子
、
咄
。
如
何
是
金
剛
王
寳
劒

、
咄
。
如

何

是
探
竿
影
草
、
咄
。

如
何
是

一
喝
不
レ作
凹乱

喝
用

一、
咄
。

6



と
、

四
喝
悉
く
咄

破
し

て

「
無
髪
」

の
端
的
を
顯
現
し

て
ゐ

る
。

不
作
用

の
喝
は
古
來
臨
濟

立
宗

の
根
基
と

せ
ら
れ

且

つ
臨
濟

の
生
命
な
り
と
も
評

せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
然

る
に
或
庵

は
之
を
咄

破
し

て
其
の

一
喝

の
存
在

す
ら
許
し
て
ゐ

な

い
、
是

れ
彼

の
麗

が

「
胡

子
無
髪
…」

に
立
脚
す

る
爲

で
あ
る
。
護
國

元
は

「
繹
迦

不
レ會
レ道

,
達
磨

不
レ得
レ灘
、
列
租

無
昌機
蘭
一、
柄
僧
渡
巴
鼻
。
是
則

是
、
作
襲
生
承
當
。」

と

云

つ
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
法
を
嗣
承
し
た
る
或
庵
が
、
四
喝
を
咄

破
し
、

「
胡

子
無
髪
」
を
抽
提

し
t

の
も
當

然

と
見

な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。

三

此

の
則
を
文
字
通

り

に
見
れ
ば
極
め

て
簡
軍

で
あ

つ
て
、
何
等

の
意

咲
も
存
在

し
な

い
や
う
で
あ

る
が
、
前

に
も

悉

へ
る
如

く
、
實
は
或
庵

の
生
命

で
あ
り
最
後
の

一
句
子

で
あ

る
。
從

つ
て
そ
こ
に
は
彼

の
麗

が
最

も
端
的

に
表
示

せ
ら
れ

て
ゐ

る
こ
と
を

知
ら
ね
ば
な

ら
殿
。
然

し
彼
が
か
う
し
た
示
衆
を
な
す

に
は
何
等
か

の
契
機

が
な

く
て
は
な

ら
ぬ
。
恐
ら
く
そ
れ
は
達
磨
忌

が
契
機

と
な
り

て
か

く
示
衆

せ
し
も
の
で
は
な

い
で
あ
ら

う
か
、
百

丈
清
規

第
四
章

達
磨

忌

の
章

に

「
如
レ法
鋪
翫
双
法
堂
「、
座

ヒ
掛
レ眞
」

と
あ

り
、
依

つ
て
租

の
翼
像
を
堂
上

に
掛
け
、

'即
ち
頑

忌
に
因

み
て
示
衆

せ
し
も
の

で
あ
ら
う
。
然

し
達
磨

の
眞
像

の
髪
.花

々
た
る
は
古
今
の
通
則

で
あ

つ
て
、
遽

磨
乏
云

く.
げ
髪

が
聯
想

さ
れ
、
無
髭

の
像
は

一
も
な

い
。

さ
れ
ど
筑
ハ
の
達
磨

は
形
貌

で
は
な

く
、
達
磨
を
達
磨
と
し

て
生
か
し
て
ゐ

る
生
命
が
無

く
て
は
な

ら
ぬ
。

共
生
命

こ
そ
量
ハの
達
磨

で
あ

つ
て
、
有
漏

の
形
艦

は
置
ハの
達
塵
其

も

の
で
は
な

い
。

話

頭

の
考

察

(七
)
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話
頭

の
考

察

(八
)

・

さ
は
云

へ
達
磨

を
特
徴
づ
け
た
も

の
は
髪

で
あ

る
。
達
磨

の
眞
像

に
髪

の
無

き
者
は
殆
ん
ど
無

い
。
或
庵
は
之
を
契

機
と

し
て
逮
磨

の
眞
相
を
豊

者

に
示
す
爲

に

「
因
'甚
無
レ髭須
」
と

示
衆

せ
る
も

の
で
あ
ら
う
。

そ
れ
で
此
の
公
案

は
人
格
的
達
磨

の
問
題

で
は
な

く
し

て
、

つ
ま
b
は
租
意

叉
は
和
師

の
心
印

が
・即
ち
問
題

で
あ

る
。
古
來
幾
多

の
僧
は

「
如
何
是
祀
師
西

來
意
」

と
閥
ひ
、
師

の
提
示
を
仰

い
で
ゐ
る
。
今

そ

れ
等
の
問
答
を
見

る

と
藪

百
に
上
り
、
公
案
大
成
集
に
は
軍
複
す

る
者
を
除

ひ

て
其

の
問
答

が

二
百

二
十
編
載

せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
同

一
問

題
が
か

く
も
多
藪

に
繰
返

さ
れ

て
ゐ
る
も

の
は
他

に
は
な

い
の
で
あ

る
。

以
て
此
の
公
案
が
如

何

に
重
要
性
を
有
す

る
か
は
推
知

に
難

く
な

い
。
同
時
に

一
面

の
観
察
と
し

て
は
、
達
磨

西
來

の
置
ハ意

が
不
明
瞭
な

る
爲
め
藪
百
回

に
亘

り

て
繰
返
さ
れ

た
る
も

の
と
も
見
ら
る

、
の
で
あ

る
。
達
磨

の
敏
法
と
し

て
傳

へ
ら
れ

て
ゐ
る
者

は
極

め
て
僅
少

で

あ

つ
て
、
し
か
も
そ
れ

さ

へ
疑
問
と

せ
ら
れ
、
就
中

「
租
師
西
來
意
」
を
端

的
に
示
す
者
は
廓

然
無
聖

の
公
案
と

せ

ら

れ
て
ゐ
る
。
近
來
爆

焼
出

土
本
に
よ
り

て
新
資

料
螢
見

せ
ら
れ
、
達
磨

の
著
書
と

し
て
照
會

せ
ら
れ

て
ゐ

る
が
、

そ
れ
は
輩

に
學
界

の
み
に
止
ま

つ
て
未
だ
宗

團

の
問
題
と

は
な

つ
て
ゐ
な

い
。
宗
團

に
依
然
生

命
を
持
績
可

る
も

の

は
今
爾
廓
然
無
聖

の
公
案

で
あ

つ
て
、
新
費
料

の
研
究

の
如

き
ほ
學
者

の
遊
戯
と

せ
ら

れ
、
實

際
的
灘

に
は
交
渉
を

有
し
な

い
も
の
と
見
ら

れ
て
ゐ
る
。
是
れ
立
宗
の
某
礎
が
敢
外

別
傳

に
あ
り
、
其

の
方
法
が
直

指
人
心
見
性

に
あ

る

爲
め
で
あ
り
、
從

つ
て
新
資
料

に
よ
り
て
そ
の
思
想

の
研
究

の
如
き
は
、
方
法
論

の

一
部
分

で
は
有

る
が
、
其

の
中

心
を
成
す
者

に
あ
ら
ざ

る
を
以

て
問
題
と

せ
ら

れ
な

い
の
で
あ

る
。
故

に
達
磨

の
生
命
を
持
績

せ
ん
と
す

る
に
は
、
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奮

態
墨
守
も
亦
止
む
を
得
な

い
の
で
あ

る
。
或
る
黙

よ
り
観

れ
ば
、
宗
敷

の
生
命
は
新
資

料

の
研
究

に
よ
り
て
費
見

せ
ら
る

～
の
で
な

く
、
奮

態
墨

守
に
よ
り
て
持
績

せ
ら

る
～
の
で
あ

る
。
此

の
如
き
意

味
よ
り
見
れ

ば
奮
態

の
墨
守

に
は
叉
大
な

る
理
由
の
存

す

る
こ
と
を
認

知
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。

所
が
組

怠
が
問
題
と
な
り

て
数
百
回

に
亘
り
て
繰
返

さ
れ

る
の
は
廓
然

無
聖
の
語
が
掃
絶
的

で
あ

つ
て
眞
俗

の
二

諦

は
勿
論
、
聖
諦
す
ら
無

し
と

一
喝

し
、
総

て
を
否
定

せ
る
を
以

て
共

の
眞
意

が
那
邊

に
存
在
す
る

か
模
索

し
得
な

い
爲

め

「
如
何
是
租
師
西

來
意
」

の
問
題
が
登
し
た
る
も
の
で
あ

る
。
か
う

し
た
問
題

は
馬
租
時
代

よ
り
漸
衣
に
績

骸

し
帥
ち
馬
租

道

一
輝
師
廣

録
に

「
僧
問

馬

大
師

一、
離

西

句

"絶
昌百
非
一、諸

師
直
昌指
某
甲
西
來
意
一。
馬
師

云
、
我
今

日
無
二心
情

"、

不
レ能
昌爲
レ汝
読
"、

問
昌取
知
藏
一去
。
僧
問
二知
藏

一。
藏

云
何
不
レ問
轟和
術
一。
僧
云
敏
昌來
問
一。
藏

云
我
今

日
頭
痛

、

不
レ能

「爲

レ汝
読
}問

二

取
海

兄
去

。
信
問
昌海

兄
一、
海

云
我
到
昌這
裡
一却

不
會
。
信
舞

似

馬
大
師
一。
馬
師

日
、
藏
頭
自
海
頭

黒
」

問
の
意
は
達
磨

の

「
廓
然

無
聖
」
を
墓
礎

と
し

て
、
相
封
的
知
識

、
抽
象
的
概
念
も
離
れ
、
帥

ち
人

間

の
創
造

し
た

る

一
切
の
議
論
を
離
絶
し

て
、
達
磨
は
何

を
將
來

せ
し
か
、
.
そ

れ
を
指
示

せ
よ
と

の
意

で
あ

る
。
然

る

一
は

「
今

日

無

心
情
」
と

云
ひ
、

一
は

「
頭
痛
」

と
云
ひ
、

一
は

「
不
會
」
と
答

へ
た
の
で
問
題
は
盆

不
明
瞭
と
な

り
、

是
れ
爾

後

「
組
師

西
來
意
」

の
問
答

が
藪

百
回
反
復

せ
ら

る

、
所
以

で
あ

る
。

「
祀
師
西
來
意
」

の
問
頭

の
端

は
右
の
如

く

馬
租

に
登

し
て
、
而

も

「
離
昌四
句
一絶
昌百
非

し
帥
ち
否
定
も
肯
定

も
折
衷

も
懐
疑
も

一
切

の
諸
説

を
離

絶
し
絡
れ
ば
、

話

頭

の
考

察

ハ
九
)



話

頭

の
考

察

(
一
〇
)

垂
示
も
解
説

も
共

に
否

定
し
去
る
の
で
如
何
と
も
な
し
難

い
、
「即
ち
知
識

の
嫉
産

で
あ

る
。

か
う

し
た
世
界

に
入
り

て
始

め
て

「
無
髪
」

の
箕
意
は
理
解

せ
ら
る

、
の
で
あ

る
。
園
悟
は

「
夫
詮
法
者
無
論
無

示
、
其

醜
法
者
無

聞
無
得
。
読
既
無
詮
無
示
、
璽
如
レ不
レ論
。

聴
既
無

聞
無

得
、
孚
如
レ不
ソ聴
。

而
無

読
叉
無
蜷
「、
却
較
昌些
子
一」

と
示
し

て
ゐ
る
。
然

る
に
信
肇

は
、
「
無

説
者
、
貴

日
レ不
レ言
哉
、
云
舅能
無
"所

説
一。

無
聞
者

、
貴

日
レ不
レ聴
哉
、
云
三

能
無
協所

聞
一。
無
曽其

所
説
一故

、
終

日
読
未
"曾

説
一。
無
噌其

所
聞
'故
、
終

日
聞
未
葺曾
読
し
と

云

つ
て

ゐ
る
。
眞
理
は
無

説
無
聞

の
絶
封
境

に
存
す
る
故
聞

い
て
聞

か
す

で
あ
り
、
説

い
て
説
か
す

で
あ

る
。

是
を
以

て
四
句
を
離
れ
百
非
を

絶
す
る
離
絶

の
端
的

こ
そ

「
廓
然

無
聖
」

で
あ

つ
て
、

「
廓

然
無
聖
」

の
端

的
は

「
不
識
〔

で
あ

る
。
故

に
馬
祀
は

「
不
読
」
と
云
ひ
、
知
藏
は

「
不
知
」

と
云
ひ
、
懐
海
は

「
不
會
」
と
云

ふ
、
或
庵
は
之
を
無
髪
と

云

つ
た

の
で
あ

る
。

只
是
の
不
詮

不
知
不
會
無
髪

の
端
的

こ
そ
實

に
墾
究

す
べ
き
問
題

で
あ

る
。

何
故
な

れ
ば
、
縄

は
黙

々
宜
し

く
し

て

説

に
宜
し

か
ら
ざ

る
如
く
、
共

眞
理
は
不
説

不
知
の
境

に
存
す
れ
ば
、
自
ら
膿
験

し

て
以

て
法
的
人
格

に
韓
換
し

て

始

め
て
了
得

せ
ら

る

、
か
ら

で
あ
る
。
是
を
以

て
舌
人

は
公
案

に
左

の
如

く
示
し

て
ゐ
る
。

「
潟

山
五
峰
雲
巖
同
待
」
皿
百
丈
「、
百
丈
周
嵩潟

山
ロ、
併
出却

咽
喉

唇
吻
一作
換

生
道
。
潟

山
云
却
請

和
岱
道

、
我

不
レ僻

昌向
レ汝
道
哺、
恐

巳
後
喪
昌我
兜
孫
し

「
百
丈
復
問
昌五
峰
一、
併
昌却
咽
喉
唇
吻
一作
壌

道
。
峰

云
和
街
也

須
噌併

却
一。

丈
云
無
レ人
庭
所
レ額

望
レ汝
し
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「
百
丈

叉
問
昌雲
巖

伽、
併
昌却
咽
喉
唇
吻
一作
嬢

道
。
巖

云
和
術
有
也
未
。
丈

云
喪
謡我
見
孫
し

百
丈
懐
海
は
馬
祀
道

一
の
法
を
嗣
ぎ
百

丈
山

に
住
し
た
る
を
以

て
百
丈
と
通
構

せ
ら

れ
、
潟

山
、
五
峰

、
巽
巖

に
咽

喉

唇
吻
を
閉
却
し

て
如

何

に
輝

を
読

く
べ
き

か
と
問
ひ
、
帥

ち
前
記
の

「
離
昌四
句
絶

百
非
レ如
何
読
…西

來
意
し
と
云

へ
る
の
と
同
意
味

で
あ

る
が

、
之
は
假
設
的
疑
問

で
あ

つ
て
、
百

丈
自
ら

に
は
何
等

の
疑

問
を
有

せ
ざ

る
も
、
他
を

啓
駿

せ
ん
が
爲

に
問

ふ
た
の
で
あ

る
。
然

る
に
漉
山
は

「
請

和
倫
道
」
と
云
ひ
、
百

丈
は
不
レ僻

向̀
γ汝
道

一恐
已
後
喪

二

我

兜
孫

Σ

云
ふ
。
言
論

に
よ
b
て
傳

へ
得

べ
く
ん
ば
敏
外

の
法

で
な
き
は
勿
論

、
其
宗
旨
は
亡

ぶ
る
の

で
あ
る
。
何

故
な
れ
ば
、
別
傳

の
法
は
唯
直
畳
的

に
妙
悟
す

べ
き

で
あ

つ
て
、
言
論

に
依

つ
て
傳

へ
る
こ
と
は

不
可

能

で
あ

る
か

ら

で
あ

る
。
雪
餐

は

「
十
州
春
轟
花
凋
残
」
と
頚

じ
、
帥
ち
言
論

も
同
様

に
辮
謹

の
極

に
達

す
れ
ば

亡
言
絶
慮

で
あ

つ
て
畢

覧

「
無
」

に
蹄

す
る
、
此

の

「
無
」

の
世
界

こ
そ

「
無
髪
」

の
眞
境

で
あ

つ
て
、
自
知
自
謹
の
妙
悟

は
こ

～

に
駿
し

て
永
遠

の
光
を
放

つ
の
で
あ
る
。
雪
轡

は
之
を

「
珊
瑚
樹
林
日
呆

な
」
と
云

つ
て
ゐ

る
。
所
が

五
峰

は
却

て

百

丈
に
唇
吻
を
閉
却

し
、
言
語

を
亡
ぜ
ん

こ
と
を
請

ふ
て
ゐ

る
が
、
百
丈
は
灘
的

に
言
論
辮
謹

せ
な
か

つ
た
な
ら
ば

汝

の
妙
悟
は
頗

る
前
途
遼
遠

で
あ

ら
う
と
い

つ
て
ゐ
る
。
實

に
灘

は
不
立

交
字

で
あ
り
、
絶
言
絶
慮

で

は
あ

る
が
、

其
端
的

よ
り
言
論
辮
謹
自
在

で
な
か

つ
た
な
ら
ば
他

を
接
化
す

る
こ
と
は
不
可
能

で
あ

つ
て
、
同

時
に
鬼
窟

裡

の
活

計

た
る
を
免
れ
ぬ
の
で
あ

る
。
或
庵
が

「
無
髭
須
」

の
眞

境
よ
り
垂
示

せ
る
の
も
之

に
墓
く

の
で
あ

る
。

雲
巖

は
百
丈

が
漉
山
五
峰
雲
巖
と
順
次

に

「
併
却
唇

吻
作
籔
道
」

と
道
破
を
捉

す
の
で
、
師

は
未
だ
言
句
を
捨
離

せ
ざ
る
か
と
逆

話

頭

の
考
ワ
寂
瓢

(
一
一
)



話

頭

の
考

察

.

(
↓
二
)
噛

に
詰
責

せ
し
に
、
百
丈
我
若
し
汝
等
を
詰
責

せ
ざ
れ
ば
我
児
孫
を
喪

せ
ん
と
飽
ま

で
追
責
し

て

ゐ
る
の
で
あ

る
。
百

丈
は
以
上
の
如

く
三
人

に
向

つ
て
唇
吻
を
併

却
し
て
道

へ
と

云

へ
る
の
は
、
縄

の
根
本
法
は
言

語

に
よ
り
て
傳

ふ
る

こ
と

の
不
可
能
な

る
こ
と
を
示
し

て
、
以

て
言
語
思
慮
を
絶

し
て

「
無
髪
〔

の
眞
境
よ
り
答

ふ

べ
き
こ
と
を
捉

し
、

而
も
亦
雲
巖

の
問

に
封

し
て
言
論

を
捨
離

せ
ば

法
は
断
絶
す
と
云

つ
て
ゐ

る
。
是
れ
自
語
相
異

の
観
あ

る
も
前

述
の

如
く
、
何
れ
も

「
胡
子
無
髪
」

の
眞
境

へ
誘
導

し
て

「
達
磨
無
髪
」

の
面
目
を
悟
得

せ
し
め
ん

と
の
婆

心
に
過
ぎ

ぬ

故
、
自
語
相
異

の
見

で
は
な

い
の
で
あ

る
。

然
れ
ど
も
輝

の
把

放
の
立
場

よ
り
此

の
三
人

の
機

用
を
見

る
と
き
は

必
す
し
も
前
記

の
如
く

で
は
な

い
。
・即
ち
各

自
に
自

受
用

三
昧
あ
り
て
、
却

て
百
丈
を
験
察

せ
ん
と
す

る
の
機
用
を
秘

め
て
ゐ

る
。
帥
ち
鴻

山
は

「
請
和
術
道
」

と
云

へ
る
は
百

丈
の
意
志
を
検
討

せ
ん
が
爲

で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
言
表
し
得
る
な

広
ば
.即
ち
道

へ
と
逆
襲

の
手
段

を
弄
し
、
百
丈

の
舌
頭
を
閉
却

せ
し
め
ん
と
の
底
意
を
有
し

て
ゐ

る
。
五
峰
は

「
和
爾
也
須
併

却
」
と
、
是
れ
衆
流

を
載
断

し
℃

凡
聖
も
術
伺
ひ
難

き
意
味
を
暗
示
し
て
ゐ

る
。
雲
巖

は

「
有
也
未
」

と
是
れ
即
ち

第

一
義
諦

に
は
言
語

あ
り
や
否
や

の
意

味
で
あ

つ
て
、
雲
巖
は
此

の
語

に
よ

つ
て
自
己
未
透
底

た
る
こ
と
を
曝
露
し

て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

是
を
以

て
百
丈
は
之
を
誠

め
て
、
か
く

て
は

「
喪

我
兇
孫
」
と
云

へ
る
が
、
此
語

は
漉
山

の
場

合
と
は
意
味
を
異
に

し
て
ゐ

る
。
要
す
る

に
此
問
頭
は
言
語
未
生
以
前

を
問

へ
る
の
で
あ

つ
て
、
或
庵

の

「
無
髭
〔

即
ち
達
磨

の
廓

然
無

聖

の
端
的

の
表
現
を
問

へ
る
に
他
な
ら
ぬ
。
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四

或
庵
は
臨
濟
の
四
喝
を
咄
破
し
て

「
胡
子
無
髪
」
と
提
示
し
、
護
國
元
は

「
繹
迦
不
會
道
、
達
磨
不
得
暉
」
と
向

上
宗
旨
を
拮
提
し
來
れ
る
が
、
或
庵
の

「
無
髪
」
も
達
磨
の

「
無
聖
」
と
同
様
に
軍
な
る

「
無
髪
」

で
は
な
い
、
そ

!

こ
に
は
達
磨

が
廓
然

と
云

へ
る
如

く
同
様

の
意
味
が
秘
め
ら

れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

「
無
髪
」
が
即
ち

縄

の
根
本
法

を
示
す
限

り

に
於
て
は
、
李

等
と
差
別
を
超
越
し
て
李
等
差

別
を

自
由

に
使
用
す

る
の
で
な

く
て
は
な

ら

ぬ
。
故

に

「
無
髪
」
は
輩
な

る
否
定
的
な
無
髪

で
あ

つ
て
は
な
ら
な

い
、
何
故
な
れ
ば
左
記

の
公
案

に

「
龍
牙
問
昌翠
微
一、
如
何
是
租
師

西
來
意
。
微

云
與
レ我
過
凶職

板
泰

。

牙
過
り職

板
與

唱翠

微
}。
微
接
得

便
打
。

牙
云

打
即
任
レ打
、
要
且
無

組

師
西
來
意
一。
牙
又
問

臨

濟
一、
如

何
是
租
師
西
來
意
。
濟

云
與
レ我
過
蒲

團
'來
。
牙
取
工蒲

團

"過

與̀
臨
濟

噌。
濟
接
得
便
打
。

牙
云
打
即
任
レ打
、
要
且
無
"租
師
西
來
意

し

と
あ

り
、
是

れ
恐
ら

く
龍
牙

の
肚
年
行
脚
時
代

の
問
答

と
思
は
る

、
。
彼

は
翠
微

臨
濟
に
向

つ
て
同
様

の
問
を
な
し

翠
微
臨
濟

も
亦
同
様

の
手
段
を
弄

し
て
ゐ
る
。

之
に
よ

つ
て
見

る
も
達
磨

の
西
來
が
時
代

の
問
題

で
あ

り
し
こ
と
が

知
り
得
ら

る

、
。
換
言

す
れ
ば
達
磨
將
來

の
縄
と
は
如

何
な
る
も

の
な
り
し

か
、
縄
信
問

の

一
懸
案

で
あ

つ
た
こ
と

が
伺

は
る

、
。

こ

、
を
以

て
龍

牙
は

「
如
何
な

る
か
是
れ
租
師
西

來
意
」

と
問

ふ
、
翠
微

は
縄
板
、
臨
濟

は
蒲
團
を

持

ち
來
れ
と
云

ふ
、
是
れ
他
な

し
、
即

ち
否
定
肯
定
を
超
越
し
た
る
向
上
底
よ
り
顧
を
提

示
せ
る
も

の

で
あ

る
。
然

る
に
龍
牙
は
共
意
を
會

せ
す

し
て
、
言

の
如

く
醐
板

と
蒲
團
と
を
持
ち
來
り
て
渡
輿
し

て
ゐ
る
。
翠
微

と
臨
濟

は
共

話

融顕
の
考

察

(
哺
三
)

璽3



話

頭

の
考

察

(
一
四
)

に
向
上
の
接
化
手
段
を
弄
し

て
即

ち
打
着

す
、
龍

牙
は

爾

之
を
會

せ
す
し

て

「
打
・即
任
レ打
要
且
無
3西
來
意
」

と
云

つ
て
ゐ
る
。
龍

牙
は
輝

は
否
定
道
な
り
と
し

て
無
意
帥
灘
な
り
と
解

し
た
の
で
あ

る
。
即
ち
達
磨

の

「
無
曇
」

の
み

を
以

て
藤
と
な
し
、
廓
然

の
意
義
を
未
だ
理
解

し
て
ゐ
な

い
、
之
れ
無
意

の
否
定
を
以

て
鷹
じ
た

の
で
あ

る
。
然

る

に
翠
微
と
臨
濟
は
否

定
も
肯
定

も
奉
等
も
差
別
も
超
越
し
た
る
向
上
第

一
義
を
以

て
灘
と
な

し
、

故

に
縄
道

に
あ
ら

す
佛
道

に
あ
ら
す
、
佛
凡
の

二
境
を
超
越
し

た
る
向
上
底
を
示
さ
ん
と
し
て
藤
板
蒲
團
を
持
ち
來

れ
と
云

へ
る
の
で

あ

る
。
圓
悟
が
碧
巖
集

に
、

「
大
凡
激
昌揚
要
妙
一、
提
"唱

宗
乗
一、
向
昌第

一
機
下
一明
得
、
可
ヨ以
坐
断

天
下
人
舌
頭
し

と
云

へ
る
は
肇
微

臨
濟

の
如
き

大
機
大
用
底

の
人
を
評
し
、
「
償

蜘
躊
躇
、
薄
昌在
第

二
一」

と
は
龍

牙
の
如
き

を
評
し

た

の
で
あ
る
。
圓
悟

は
更

に
龍

牙
を
評
し

て
「
不
雫向
甲活

水
庭
'用
ム、
自

去
昌死
水
裏
一作
昌活
計

一、

一
向
作
昌圭
宰
嚇、
便
道

打
帥
任
レ打
、
要
且
無
組
師

西
來
意

一」
と
、
龍

牙
は
季
等

の
死
水

一
偏

に
瞳
し

て
何
等
差
別

へ
の
翻
轄

の
活
作
用
を
有

し
な
い
、
是
れ
彼
が
西
來
無
意

と
の
み
臆
断
し

て
廓
然

の
意
義

を
失
し

た
る
爲

で
あ

る
。

又
僧
が

大
梅

に

「
如
何
是

祀
師
西
來
意
」

と
問

へ
る
と
き
大
梅
は

「
西
來
無
意
」

と
答

ふ
、
盛
官

之
を
聞

い
て

「
一
箇
棺
材

、
爾
箇

死
漢
」
と

云

つ
て
ゐ
る
。
灘

は
照
用
並
び
有
し
、
梅

實
共

に
行
し

て
始
め
て
全
き
を
得

る
の
で
あ

る
。
故

に

「
無
髪
」
を

軍
な

る

「
無
髪
」

の
無
事
無
爲
無
意

と
解
す

る
な
ら

ば
、
僅

か
に
其
二

面
塗
槻

て
他

面
を
忘
却

す
る
も

の
で
あ

つ
て
完
全

な
観

方
と
は

云

へ
な

い
の
で
あ

る
。
更

に
寒
微

と
臨
濟

と
に
就

て
云

へ
ば
、
彼
等
が
灘
板

叉
は
蒲

團

を
過
し

來
れ
と

云

ふ
は
龍

牙
の
作
賂
を
観
験

せ
ん
が
爲

に
假
設
的

に
云

へ
る
の
で
所
謂

る
樺

で
あ

り
、
照
で
あ

る
。
接
得

し
て
即
ち
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打

つ
と
は
所
謂

る
實

で
あ

り
、
用

で
あ

る
。
此

の
如
く
椹
實

並
び
用
ひ
、
照
用
共

に
行
じ

て
縄

は
始
め

て
躍
動
し
㌻

活
法
と
し
て
生

き
る
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
否

定
肯

定
放
行
把
柱
共

に
越
え
て
、
而
も
そ
れ
を
人

に
依

り
時

に
鷹

む
て
自
在

に
使
用

し
得
て
始

て
雌

を
得

に
る
人
と
云
ひ
得

る
の
で
あ

る
。
・然
ら
ば
何
改

に
翠
微

臨
濟

は
龍
牙

を
打
着

せ
し
か
、
是

れ
他
な
し
彼

か
否

定
の

一
偏

に
堕

在
せ
し
を
打
破

し
て
活
達
自
在
な
ら
し
め
ん
が
爲

で
あ

る
。

そ
れ
故

に

「
無
髪
」

も
亦
唯
其

孚
面
を
観

て
共
底
意
を
失
却
し
て

「
無
髪
」
と
穆

せ
ば
廓

然

の
意
義

を
忘
却

し
た

る
と
同
檬

で
あ

つ
て
、
或
庵

の
痛
棒

を
喫
着

す

る
こ
と
必
せ
り
で
あ

る
。

暉

の
根

本
法

は
達
磨

の

「
廓
然
無

聖
」

で
あ

る
。

さ
れ
ど
其

の

「
廓
然
無
聖
し

を

一
の
概
念
と
す

る
な

ら
ば
大
な

る
誤

り
に
瞳
す

る
。
從

つ
て

「
西
來
意
」

も
亦
固
定
し
た
る
概

念

で
は
な

い
。

こ

、
を
以
て
共
西
來
意

の
問

に
封
す

る
答

へ
も
決
し
て

一
定
の
型
を

有
し
な

い
、
各

人
各
様

に
答

へ
て
ゐ
る
。
是

れ

「
胡

子
無
髪
」

で
あ
る
爲

で
あ

る
。

例

せ
ば

「
僧
問

香

林

一、
如
何
是
租
師
西
來
意

。
林
云
、
坐
久
成
勢

一。」

(
碧
巖

集
)

「
僑
問
昌九
峰

一、

如
何
是
祀
師

西
來
意
。
師

云
、

一
寸
轟

毛
重
七
斤
」
(
塞
谷
集

)
.

「
信
問

趙

州
閏、
如

何
是
組
師

西
來
意
。
師

云
、
板
歯
生
レ毛
」
(
空
谷
集

)

、
龍

牙
問
昌洞

山
噂、
如

何
是
耐
師
西
來
意

。
山
云
、
待
昌洞
水
逆
流
一、
即
向
レ汝
道
L
(
塞
谷
集
、
沿
陽
録

)

「
信
問
己洛
浦
一、
如

何
是
観
師
西

來
意

。
師

云
、
青
嵐
覆
虜
、
出
レ舳
藏
レ峰
、
自

日
輝
時
、
碧
潭
無
レ影

。
」
(
虚

堂
録

)

話

一頭

の

考

察

(
一
五

)
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話

頭

の
考

察

、

戸
一
六
)

以
上
は
歎

百
の
問
答

の
中

四
五
則
を
記
し
た

に
過
ぎ

蹟
。

而
か
も
共
答
が

悉
く
異
な

つ
て
ゐ

る
。

何
故

に
此

の
如
く

相

異
す
る

か
な

れ
ば

、
幾

た
び

か
記

す
る
如

㍉
藤

の
根
本
法

は

一
切
を
超

越
し
た
無

法

の
法
で
あ

る
か
ら
、

形
式
及

び
概
念
を
離

れ
て
無
碍

自
在

に
し

て
何
等
拘

は
る
所
が
な

い
か
ら

で
あ

る
。
從

つ
て
租
師
西
來

の
時
は
全
宇
宙
が
租

　

師

西
來
と
現
前
す

る
。

そ
れ
は
萬
有

の
中

に
岬
が
存
在
す

る
の
で
な
く
、
紳

の
中
に
萬

有
が
存
在

す
と

云

へ
る
如
く

一
切

の
萬
有

は
西
來
意

の
中
の
存

圧
な
れ
ば

、
何
物
を
拮

出
す

る
も
帥
ち
西
來
意

で
な

い
も

の
は

な

い
。
「
轟

毛
」
も

「
板
歯
」
も

「
洞
水
」
も
皆
西
來
意

の
面

目
で
あ

る
。
是

れ
帥
ち

「
西
來
意
」
と

云

ふ

一
の
固
定

し

た
概
念

は
な

い
と

云
ふ
所
以

で
あ

る
。
同
時

に
無
法

の
法

か
'即
ち
灘

の
法
た
る
こ
と

～
、
自
由

に
そ
れ
を
表
現
し
て

而
も
灘

の
法

に
反

背

せ
ざ

る
所
以
と
が

こ
、
に
存

す
る

の
で
あ
る
。
古
來
の
高
僧

が
各
自

に
其
境
其
機

に
鷹
じ

て
答

へ
る
茶
礎
も
亦

こ

、
に
伏
在

し
て
而

も
他

よ
り
測
度
し
得
ざ

る
所
以

で
あ

る
。
所

が
雪
貧

及
び
國
悟

は
、
香
林
の
坐

久
成
勢

の
答
を
最

も
優
れ
る
も
の
と
し

て
推
賞

し
て
居

る
。
そ

れ
は
文
字
通
り

の
意
味

で
あ

つ
て
、
他

に
何
等
の
密

意

は
な

い
。
帥
ち

何
時
も
坐
し
て
ゐ

て
疲

れ
た
で
あ
ら
う
、
誠

に
御
苦
勢

で
あ

つ
た
と
云

ふ
意

味
に
過
ぎ
ぬ
、
何

故

に
之
を
名
答

と
し

て
彼
等
は
推
賞

し
た
で
あ
ら
う
か
、
雪
・萱
は
頚

に

「、
一
箇
爾
箇

千
萬
箇

、
瞬

却

籠
頭

一卸

}角
駄
[。
左

轄

右
縛
随
レ後
來
。
紫
胡
要
レ打
劉
鐡
磨
」

と
あ
り
、
更
に
解

説
を
試
み

る
な
ら
ば
、
西
來
意
と
云

へ
ば

「
無
鑑
」

に
他

な
ら
な

い
。
そ
れ
に
何
等

か
の
法
を
達

磨
が
將

來
し
た
如

く
思
惟
す

る
が
、
實
は

一
塵

一
法
を
立
せ
ざ
る
が
灘

の
端
的

で
あ

る
か
ら
、
元

よ
り
將

來
す

べ
き
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法
は
な

い
。
そ

れ
に
も
關
ら
す
、
何
物
か
將
來
し
た
る
如
く
思
ひ

て
、
法
を
求

め
輝
を
尋

ね
て
馳
求

す

る
人
は

一
人

二
人
で
な

く
、
千
萬
箇

と
多
数

の
人
が
行
脚
し
て
ゐ
る
が
、
香
林
は
そ
れ
は
坐

久
成
勢

で
あ

る
と
幕

頭
よ
り
冷
水
を

學

者

の
頭

上
に
注

い
で
ゐ
る
。
學
者
達
は
香
林
の
此
語
を
聞

い
て
今
迄
憺

ひ
來

つ
た

一
切
の
問
題
を

放
下
し

て
放
奔

自
在

と
な

つ
た
で
あ
ら
う
。
即
ち
迷
悟

凡
聖
等
の

一
切
を
離
脱
し

て
、
洒

々
落

々
光

風
霧
月

の
心
境
と

な

れ
た
の
で

あ

ら
う
。

下
の

二
句

は
屡
輝
病

や
公
案
病
や
哲
學
病

に
罹

り
、

西

に
東

に
と
人
の
後

に

随

つ
て
歩

く

者
が
甚
だ
多

い
、
そ
れ
は
未
だ

濁
立
無
伸

の
人

で
は
な

い
。

此
の
如

き
者

は
紫
胡
が
劉
鐵
磨
を
打

つ
た
や
う

に
三
十
棒
を
與

へ
て

迷
の
夢
を
畳
し

て
や
ら
う
と

の
意

で
あ

る
。
圏
悟
は
雪
饗

の
頚

に
就

て
左
の
如

く
去

つ
て
ゐ
る
。

「
雲
餐
直
下
如
覧撃
石

火
似

二閃
電

光
}、
拶
出

放
敏
二爾
見
}。
聯
聞

基

著
一、
便
會
始
得
。

也

不
レ妨
是
他

屋
裏
兇

孫
、

方
能
慈
塑
道
Q
若
得
轟直

下
便
悠
慶
會

去
陶、
不
レ妨
奇
特

。

一
箇
爾
箇
千
萬
箇
。

脱
昌却
籠
頭
一卸
昌角
駄

一。
・漉

々
落

々

不
レ被

生̀
死
所
染
一、

不
レ被
瓦

塁
情
解
所
縛
一、
上
無

墓

仰
一、

下
絶
昌己
躬
一。

「
如
昌他
香
林
雪
璽

相
似

。
何
止
只
是

千
萬
箇
。
直
得
盤
大
地

人
、
悉
皆
如
γ此
。
前
佛

後
佛
、
也
悉
皆
如
レ此
」

是

に
よ

り
て
見

る
も
坐
久
成
勢

の
底
意

に
は

一
切
超
越

一
切
脱
落

の
境
の
存

す
る
こ
と
が
知
り
得
ら

る
、
。
さ
れ
ば

「
胡
子
無
髪
」
の
暉

は

一
面
よ
b
見
れ
ば

一
切
超
脱

で
あ

つ
て
、
他
面
よ
り
見
れ
ば
、

一
切
現
前

に
存

す
る
こ
と
が
知

b
得
ら

る

・〉
で
あ

ら
う
。
是

に
於

て
灘

は
自
知
自
謹
す

べ
き
で
あ

つ
て
、
他

に
依

つ
て
求
む

べ
き
も

の
で
は
な

い
。

依

つ
て
蕾
ハ彙

は
左

の
如
く

云

つ
て
ゐ
る
。

話

頭

の
考

察

二

七
)
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話

顧
晒
の

占考

察

(
噛
八
)

「
黄
漿
示
"衆

云
、
汝
等
諸
人
講
是

噴
酒
糟
漢

、
悠
塵
行
脚
何
虚
有
昌今

日
一。
選

知
大
唐
國
裏
無

昌縄
師
一襲

。
時
有
ソ僧

出

云
、
只
如
昌譜
方
匡
レ徒
領
ア衆
叉
作
襲

生
。

奨
云
不
レ道
レ無
レ藤

、
只
是
無
1師
」

五

}

達
磨
西
來

の
翼
意

は
不
立
文
字
敏
外
別
傳
直
指
人
心
見
性
成
佛

の
外

に
は
な

い
。
換
言
す
れ
ば

、
我

は
只
汝

の
心

を
直
指
す
る

の
み
で
あ

つ
て
、
我
が
示
す
所
は

一
切

の
敏
読
と
理
論
と

に
は
よ
ら
な

い
。
・即
ち
自

己
所
有

の
猫
自
性

其
も

の
、
核

心
を
欄
め
ば
、

そ
こ
に
安
住

の
境
地
は
自
ら
生
す
る
の
で
あ

る
。

そ
れ
故

に
或
は

「
道
本
圓
成
何
假
}修

謹
一」
と
云
ひ
、

「
人

々
具
足
箇
臨
成
」

と
も
云

ふ
。

此
の
如

き
圓
成
底

の
も

の
は
他

に
何
等

の
侯

つ
こ
と
な

く
し
て

完
全
性

で
あ
り
、
何
等
の
他

の
制
約
を
受
け
ざ

る
自
由
性

で
も
あ
る
。
從

つ
て
総

て
の
形
態
を
離

れ
理
論

を
超
越
す

る
。

こ

、
を
以

て

「
胡
子
無
髪
」
と

云

ふ
。
即
ち
超
認
識

の
存
在

で
あ

る
。
南
泉
は
之
を

「
李
常

心
」
と

云

つ
て
ゐ

る
。
李
常
と
は
李
.穏

常
住

の
意

昧
で
、
生
住
異
滅

の
四
相
を
遠
離

し
た

る
心
で
あ

る
。
諸
佛
境
界

纒

に

「
文
殊
言
、
菩
提
無
昌形
相

}無
爲
Q
云
何
無
"形
相
一、
不
レ可
γ以
ニ
ハ
識

一知
上故
。
云
何
無
爲
、
無

生̀
住

滅
一故
也
」

と
あ
り
、
無
門
關
抄

に
は

「
達
磨

の
實
相
は
無
相

也

.
色
相
音
聲
等
を
以

て
槻

る
こ
と
莫

れ
」
と
注
意

し
て
ゐ
る
。
無

形
相

の
も
の
は
超
認
識

で
な
く
て
は
な

ら
粗
。
是

れ
六
識
を
以

て
知

る
べ
か
ら
ざ
る
研
以

で
あ

る
。
同
時

に
生
住
滅

の
四

相
を
離

れ
て
始
め

て
無
爲

で
あ

る
。
是
れ
廓
然

洞
舘

た
る
所
以

で
あ

る
。
此

の
如
く
無
爲
無

形
相

の
故

に
或

庵
は
「
無
髪
」
と
云

ふ
。
さ

、
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れ
ば
此

の

「
無
髪
」

は
超
認
識

の
故

に
表
現

の
僻

も
な

け
れ
ば
、
元
よ
り
修
行

に
よ

つ
て
得

べ
き
も

の
で
も
な

い
o

盤

山
は

コ
ニ
界
無

法
何
腱
求
レ心
L
と
も
云

へ
り
、
無
法
な

れ
ば
求
め
ら

る
"べ
き
も
の
で
は
な

い
。
同
時

に
求

め
ら

る

～
も

の
は
必
す

何
等

か
の
制
約
性
を
有
し

て
ゐ
る
。
然

る
に
不
可
得

不
可
詮
の
道

叉
は

心
は
、
知
と

不
知
と
を
越

え
、

制
約
を
脱
し
た
る
超
認
識
性

で
あ

る
。
南
泉
が
道
は
知

に
も

不
知

に
も
鵬

せ
す
と
云

へ
る
の
は
則
ち
共

の
超
認
識
性

を
現

は
せ
る
も

の
で
あ

つ
て
、
知
と
不
知
と
は
封
立
化

さ
れ
分
裂
化

さ
れ

て

「
無
蟻
」

の
圓
成
底

で
は

な
い
の
で
あ

る
。
從

つ
て
亦

猫
脱
性
、
自
由
性
を
有

せ
ず
し
て
、

只

一
個

の
無
活
動

の
死
膿

に
過
ぎ

な

い
の
で
あ
る
。

こ
～
を

以

て
無
髪

の
圓
成
底

は
知
不
知

の
境

で
な
倦
は
元
よ

り
不
立
文
字

の
境

で
あ
り
、
言
詮

不
及
意
路
不
到
の
境

で
あ

る
。

南
泉

が

「
若
達
昌不
疑
大
撹
騨猶
昌大
虚
廓
然
洞
翻
一量
可
昌張
是
非
一」

と
云

ふ
意
味
も
即
ち

こ
～
に
あ

り
て

、
或
庵
が
「
無

髪
」

と
云

へ
る
の
も
亦

こ

～
に
存
し

て
、
無
限

の
廣

さ
と
深

さ
と
を
有
し
、

一
鮎

の
雲
窮
も
止
め
な

い
純
精
意
識

の

當
艘
に
還

元
し

た
境

で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
意
識

が
意
識
を
越
え

て
意
識

の
な

い
意
識

の
本
源

に
還

元

し
た
境

で
あ

る
。
即
ち
翼

の
濁
自
性
自
ら

の
姿

で
あ

る
。
故

に
か
う

し
た
眞
境

に
は
黄
藥

の
云

へ
る
如
く
、
師
の
あ

る
べ
き

で
な

く
、
自
ら
が

自
ら

に
還
元
し

て
自
ら
を
現
は
す
よ
り
外

に
道

は
な

い
。
藤

の
蹄

家
穏

坐
の
境
は
こ

～
に
存
す

る
。
首

山

の
竹
箆
背
鯛

の
公
案

に

「
首
山
和
荷
枯
譜竹
箆
"示
レ衆

云
、

汝
等
諸
人
若
喚
呂作
竹
箆
一則
鰯
、

不
喚

作
3竹
箆
則

背
。
汝
諸
人
且

滋
、
喚

作
4甚

襲

」
話

頭

の

考

{祭

、

へ
,
,
、
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話

頭

の
考

察

:
甲0
)

鯛
は
則
ち
肯

定

で
あ
り
、
背

は
即
ち
否
定

で
あ

る
。
此

の
否
定

と
肯
定
と
を
離
れ

て
何
と
云
ふ

べ
き

で
あ

ら
う
、
首

山
は
何
故

に
か

く
提
唱
せ
し
か
、
灘

の
根
本
法
は
無
法

の
法
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
無
法
と
は
.即

ち
膜
兆
未
分
以
前

圭
客
未
分
以
前

の
物
自
膿
、
意
識

自
膿

の
世
界

で
あ

る
。
故

に
黄
葉

は
無
師
と

云
ひ
、
百
丈
は
唇

吻
併
却

と
云
ふ
。

三
租

は

「
多
言
多
慮
、
韓
不
出相
慮
一。
絶

言
絶
慮
、
無

庭

不
7通
」

と
云

つ
て
ゐ
る
。
古
人
は
此

の
如
く
沈
黙
中

に
灘

の
本
源
を
見
出
し

て
ゐ
る
が
、
こ
の
沈
黙

の
紳
秘
中

に
は
永
遠
が
あ
り
、
無
限

の
風
光

が
あ

つ
て
絶
封

自
ら
が

そ
の

姿

を
投
げ

て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
背
鯛

も
否
定
肯
定
も
多
言
多
慮
も
悉
く
眞
を
離
れ
聖
を
傷

け

て
眞

理
自
禮

で
は
な

い

の
で
あ

る
。
是

を
以

て
古

人
は
個

の
佛
字
を

云
ふ

も
満
面

の
恋
憧
と
道
破
し
、
佛

の
概
念
す
ら
容

れ
な

い
共
儘

が
赤

裸

々
の
眞
理

の
直
接
的
な
啓
示
た
る
こ
と
を
示

し
て
居

る
。

さ
れ
ば

「
無
髪
」
が
達
磨

の
眞
相

で
あ

り
、
暉

の
當
膿

で
な
く

て
は
な
ら

禰
。

20


